
 

 

 

  

  

  

  

 

082-513-2790
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上記テーマ例や地域住民に周知したいことを参考に、テーマを決定し講師を依頼します。

日程と場所を確定し、開催時間、司会・進行・挨拶などの役割分担を決め、時間割を作成

します。 

講演内容や開催日時を地域に周知し、参加者を集めます。直接の声掛けや町内会回覧など

で、参加を促しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 
作成した時間割に沿って、講演会を実施します。 

地域の方が一堂に会しているので、その日の内に Step２の内容や日程を調整しましょう。 



 

 

  

  

  

 

地域の地図やハザードマップなどを用意します。 

（お住いの市町へお問い合わせください。 ※連絡先は 50ページを参照してください。） 

参加者を町内会の班や組など、なるべく同じ地域に住んでいる人同士でグループ分けしま

しょう。５～６人を目安にグループを作りましょう。 

ハザードマップを参考に、道路や水路などの地域の状況や、避難所の場所、災害が想定さ

れている範囲を地図に書き込みます。過去に災害が発生した箇所など、参加者で話し合い

ながらハザードマップには表れない情報なども地図に記入しましょう。 

書き込んだ地図を基に、グループで、地域の災害に対する強み・弱みや、災害に対する対

応などについて検討しましょう。グループでまとめた内容を発表するなど、参加者全員で

共有しましょう。

   

13:00 13:05  

13:05 13:10  

13:10 14:10 

 

 

 

 

 

14:10 14:25 
 

14:25 14:40 
 

14:40 14:55  

14:55 15:00  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域の方が一堂に会しているので、その日の内にStep３の内容や日程を調整しましょう。



 

  

  

  

 

 

  

  

    

19:00 19:05  

19:05 19:30 
 

 

19:30 20:30  

20:30 20:55  

20:55 21:00  

 

 

参加者は、町内会の班や組など、なるべく同じ地域に住んでいる人同士でグループ分けし

ましょう。グループの人数が多くなると意見がまとまりにくくなるため、なるべく５～６

人でグループをつくりましょう。また、グループをまとめるリーダーを決めましょう。

災害図上訓練などで挙げられた地域性などを基に、15 ページに掲載している

をグループごとに検討します。 

グループごとに検討した内容を発表し、グループ間で意見交換を行います。各グループの

検討内容を集約していき、自主防災組織の方針として整理します。 

③で整理した呼びかけ体制の方針を、役員会などで再度検討し体制を決定します。また、

必要に応じて、組織図や連絡網を更新（または作成）します。 

④で決定した呼びかけ体制を地域内に周知します。

 
 

地域の方が一堂に会しているので、その日の内に Step４の内容や日程を調整しましょう。



 

   

 

 

 

 

  

   

9:00 
 

 

9:02  

9:50  

 

避難訓練の実施前には、役員などによる諸調整が必要です。避難の呼びかけのタイミング、

役割分担、呼びかけの完了報告などを、しっかり打ち合わせておきましょう。 

避難訓練の実施日、実施内容などをまとめ、地域住民に周知します。周知は回覧板や SNS

などを利用し広く呼びかけましょう。また、連携したい他団体にも声をかけ、一緒に訓練

を実施しましょう。 

シナリオやスケジュールに基づき、避難訓練を実施します。また、呼びかけ体制の検証に

向けて、参加した地域住民の意見を反映できるよう、アンケート調査などを実施してみま

しょう。               ※実施の際は事故やケガに注意してください。

 

 

 

 

 

 

 

避難訓練の日程を決め、想定災害やシナリオなどを作成します。また、市町から避難情報

を発令してもらう場合は、事前に協力を依頼しましょう。 
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避難訓練や情報伝達訓練を振り返り、避難の呼びかけに要した時間、実践しづらかったこ

となど、課題やその解決策、気づきなどをグループごとに検討します。 

グループごとに検討した内容を発表し、グループ間で意見交換を行います。 

意見交換の後、各グループの意見を整理・集約し、必要に応じて体制を見直します。整理

した意見や修正した体制は、改めて、役員会などで自主防災組織全体に周知します。 

参加者を呼びかけ体制の単位ごとにグループ分けします。

 

 

 

 

    

     9:30  

09:30 09:35  

09:35 09:50 
 

09:50 10:20  

10:20 10:30  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


